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予 算 要 求 資 料

令和５年度当初予算 支出科目 款：衛生費　項：保健予防費　目：成人病予防費

 ＜財源内訳＞

事 業 名 人工腎臓装置不足地域設備整備事業費補助金

0

　糖尿病性腎症などから透析治療が必要となる人の増加が懸念されており、より身近な地
域での人工腎臓装置の整備が重要となってきている。また、災害時の急性腎臓障害患者に
対応するためにも、地域にくまなく設備の整備の必要がある。
　人工腎臓装置不足地域設備整備事業は昭和５９年に創設され、平成１７年度までは国庫
補助金の医療施設等設備整備費補助金の直接補助としての制度であったが、三位一体の改
革とともに新たな医療計画制度の実効性を確保し、医療提供体制と地域保健及び健康増進
体制との連携強化を図る観点から、設備整備を支援する医療提供体制推進事業補助金（統
合補助金）が創設され、その交付対象事業となった。この統合補助金は、県に交付される
こととなるため、補助事業者には間接補助の形での助成制度となり、県の補助制度が必要
となる。
　令和３年度時点で岐阜県には多人数用74設備1,967台、単身用212台があり、透析治療を
受けている人数を台数で除した不足値は2.36となっている。国の不足地域の定義は、この
不足値が２以上の地域とされている。
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２ 要 求 内 容
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（１）要求の趣旨（現状と課題）

（２）事業内容
　人工腎臓装置不足地域に装置の整備を行う医療機関に対して助成を行い、これによって
透析患者に対する治療の充実を図り、透析医療の地域格差の解消を図る。
【補助対象事業者】
　公的団体、民間病院
【補助対象および補助率】
　人工腎臓装置の購入費の1/3
　基準額：多人数用　14,080千円
　　　　　単身用　　 7,150千円

0 0 0



（３）県負担・補助率の考え方

（４）類似事業の有無

決定額の考え方
　

４ 参 考 事 項

（１）各種計画での位置づけ
　岐阜県保健医療計画

合計

金額

4,693

　医療提供体制推進事業費補助金交付要綱
　岐阜県医療施設等設備整備補助金交付要綱

　無

4,693

事業内容の詳細

装置の整備を行う医療機関に対する助成

事業内容

３ 事業費の積算 内訳

補助金



（県単独補助金除く）

□

■

・何をいつまでにどのような状態にしたいのか

事業開始前 R3年度
(R4) 実績

2.36 2.36

○指標を設定することができない場合の理由

（これまでの取組内容と成果）

・取組内容と成果を記載してください。

令
和
３
年
度

・取組内容と成果を記載してください。

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

令
和
４
年
度

令和６年度当初予算にて追加

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

令
和
２
年
度

①人工腎臓装置不
足値 2.18 2.00 2.00 85%

指標名
R4年度 R5年度 終期目標
目標 目標 達成率

（目標の達成度を示す指標と実績）

事 業 評 価 調 書

新 規 要 求 事 業　

継 続 要 求 事 業

１ 事業の目標と成果

（事業目標）

　人工腎臓装置の整備を補助することにより、透析医療の不足と地域格差を解消し、
人工透析の円滑な実施を図る。



・事業が直面する課題や改善が必要な事項

（事業の評価）

・事業の必要性(社会情勢等を踏まえ、前年度などに比べ判断)
　３：増加している ２：横ばい １：減少している ０：ほとんどない

（次年度の方向性）

・事業の有効性(指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか)
　３：期待以上の成果あり
　２：期待どおりの成果あり
　１：期待どおりの成果が得られていない
　０：ほとんど成果が得られていない

（今後の課題）

　近年、高齢化につれ透析治療を受けている人の高齢化も進み、糖尿病性腎症などか
ら透析治療が必要となる人の増加が懸念されており、より身近な地域での人工腎臓装
置の整備が必要である。

(評価) 　透析治療が必要となる人の増加が懸念されており、より身近な地域での人
工腎臓装置の整備が重要となってきている。また、災害時の急性腎臓障害患
者に対応するためにも、地域にくまなく設備の整備の必要がある。２

(評価) 　令和元年度から令和４年度は実施補助事業者がなく、人工腎臓装置の不足
値が目標に達していない。

１

組み合わせて実施する理由
や期待する効果 など

・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのよ
うに取り組むのか
　人工腎臓装置の整備を行う医療機関に対して補助を行い、透析患者に対する透析医
療の充実と地域格差を解消を図る。

（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果）
組み合わせ予定のイベント
又は事業名及び所管課 【○○課】

・事業の効率性(事業の実施方法の効率化は図られているか)
　２：上がっている １：横ばい ０：下がっている

(評価) 　地域ごとに透析台数と患者数を把握し、国の基準である不足値が２以上の
地域へ補助を行っている。

１

２ 事業の評価と課題


